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3.総 雨量 は一 ケ年の降水 量 とす。

4.最 多量 とは一 ヶ月の最多降雨量を示 す。

5.乙 地は月二回の観 測にして温度槻測設備 なし。

最近十箇年平均雨量表 甲地=亀 山観測所(演習林 下流 二里)
乙地=坪 林観測 所(演 習林上流三里)

(二)臺湾 演 習 林 植 物 の 特 徴

臺湾に於け る森林は極め て複雑 にして南北に於て、 東西に於 て、 平地及高地帯 に

於 て、 海岸に於 て、 内陸 に於 て其差著 しく、多種多様 にして種 々錯雑 な る森林帯 を

形成 し其複維な ること、 樹種 の豊富な ることに於 て本邦乃至世界 の島喚に於て稀 に

見 る現象 を呈す、 即 ち此の森林帯 を組 成す る原 因は種 々あるべしと錐 も第一先天的

要素 たる地質學的素因及地理學的素因、 第二後天的素因に帰せざ るべか らず。

而 して此等二要素 は全島概 して温暖にして、 夏期 と錐 も極端 なる乾燥爽 くが如 き

暑熱 を受けず、 冬期 と錐 も塞 冷のために枯死するもの少 きを以て常に繁茂旺盛 を極
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め爲め に分布 上全能力 を登揮 し特殊的登達 をなす所以な り、 其の特殊的諸原因を列

記 すれば次の如し。

一、 東亜大陸の縁邊 に沿ふて登達 し南支那 この距離甚だ接近 し同地方 と地質學的

連鎖 あ りて海底極 めて淺 し。

二、 曾 て氷河の本島 を覆 ひしこと極 めて少なか りき。

三、 地質學的には南隣 ヒリツピン群島 ご梢 々關係少 し。

四、 島の中央部 は北回蹄線 を東西に横へ、爲 に全島大概 ね温暖 な り。

五、 一萬尺を凌駕す る中央山脈の大連塀は島の中軸 より梢 々東 に偏 して南北 を縦

貫 し、 左右は之に浩ふて尚高山峻岳 を起 し之 より多 くの漢谷 を派出 して森林 の成生

を区分す。

六、 潮 流の影響甚大 にして暖流は南岬、鷲璽i鼻を突 き其の本流は東海岸 に澹ひて

北上 し、支流は西海岸 に沿ひて流れ膨湖島附近 より臺湾海峡 に入 り、支那大陸の沿岸

に至 り寒流は北岬、富貴角 を突 き、其の本 流は西海岸 に沿ひて南下 し膨湖近海に於 て

消滅 し、 支流は東海岸 に洛ひて三招角附近 に於 て暖流 と合 し消滅す。

七、 本 島に來 る暖流の上流地方は世界植物の寳庫 ご稻 せ らる ゝ馬來多島海な り。

以上の素因相錯綜 し海岸 に或ζ人は高地帯 に於 て特殊の植物帯 を形成す。

臺湾現在の植物は三千七百三十七種(大 正十二年調査)に して次の要素 に よう成立

す。
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而 して此等植物は地理學的に観察する時は、臺湾 植物帯 は エ ング ラ・一氏 に依れば

下部界 は東亜亜熱帯及び南部暖帯区に編 入せ られ、 上部界 は季節風帯区 に編 入せ ら

れ工藤茄 舜氏は更に六小匿 を設定して北部小区、 中部小区、 恒春 小垣、紅頭喚 及火

焼島小区、膨湖島小遮 に分劃せ り。 金平亮三博士は臺湾 全島を一括 して温暖区 とし

て取扱ふ を適當な りと主張せ られ、 叉佐 々木舜一氏 に依れば本島及附属 島喚 を一括

して東亜温暖区 とな む更に高地帯小区 と平地帯 小国 に区別 乙、 平地帯小区を更に区

別して北部臺湾 区、南 部臺湾 区、 熱帯海流帯区の三亜小区 に分類 す るを至當 とし、

両紅頭喚、 火焼島は一括 して一小区 を設定す るも可な らん ご、更に高地帯 小区 は熱

帯的暖帯林、暖帯林、温帯林、寒帯林 に分類 し、 垂直的分 布を考 慮区別 し其の最 下

部 に位する熱帯的暖帯林 は水平的分布 に於ける北部臺湾 亜小区、 南部臺湾 亜小区 、

熱帯海流帯亜 小区、紅頭峨、火焼島亜小逼 に一致 するを見 ると。

暖帯林は北・部に於ては漸次昇騰 して七百米 を最低部 こし、其の上部 は二千米に達 し

温帯林1ζ接 するを見 る。

温帯林は千五百米附近 より螢達 し、 二千米 に於て純帯 を現は し三千米附近 に於 て

寒帯 林に推移 す。

以上の理 由に よりて本演習林の森林 を考慮 すれば、 水平的 には北部臺湾 区 に属 し

垂直的には熟帯的暖帯林に属す るものなるを知 る。

(三)演 習 林 に 於 け る 植 相 概 説 及 び 主 な る 群 叢

演習林の低地に於ける植相

本区域 は演習林 事務所附近 並に 後坑子漢 に沿ひた る低地 にして茶 園、畑地、水 田

等 として利用せ らる。

茶 園

本区域 は主 として陽性 の草本 多 く、 ヒメオ トギ リ、 タイ ワンコス ミレ、 ナガサノ・

ス ミレ、 ワラビ、 コバノウシノシツペイ、スズメノナガ ビエ、 スズ メノコビエ、 イ


